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第７回 高槻・山崎出張所管内河川レンジャー運営会議 

議事要旨 

 
開催日時 ： 平成 20 年 2 月 18 日（水） 14:00～16:00 

場  所 ： 中央流域センター ２Ｆ多目的ホール 

参加人数 ： 委員 12 名、事務局 4 名、小寺委員代理１名 

  

１．報告事項 

○ 河川レンジャー検討・運営組織の改組について 

○ 講座の仕組み・次年度カリキュラム（案）について 

○ 淀川管内河川レンジャー（試行）運営要領の改正について 

  ○ 平成 21 年度 河川レンジャー年間活動 

 

２．確認事項 

  ○次期河川レンジャーの再任の妥当性の確認を行い、二期目を迎えられる中島レンジャ

ー、一期目を迎えられる吉川レンジャー、谷岡レンジャーの妥当性が確認がなされた。

又酒井レンジャーについては平成２１年度は試行段階に入るための確認がなされた。 

  

３．選出・決定事項 

○河川レンジャー代表者会議の管内代表河川レンジャーの選出を行い中島河川レンジ 

ャーが選出された。 

○平成 21 年度 河川レンジャー年間活動計画が委員の確認を経て決定された。 

○平成 21 年度 新規河川レンジャー展開計画（案）が委員の検討を経て決定された。 

 

4．運営会議の概要 

①「第７回 木津川出張所管内河川レンジャー運営会議」について 

事務局より委員の紹介及び会議の有効性について報告された。続いて配布資  
料の確認が行われた。 

② 河川レンジャー検討・運営組織の改組及運営要領の改正等について 

   冒頭、岡山代表より本日欠席の小寺委員に代わり当運営会議のこの場に大矢氏に

加わって頂いても良いかと、委員の皆様に図られた。 

委員一同は「異議なし」の返答があったので大矢氏に席に着いて頂くこととなった。 

岡山代表は議事次第に従い進められ、第一番目に報告として事務局から「資料－1 
河川レンジャー検討・運営組織の改組について」を用いて、第１０回 淀川管内河川レ
ンジャー検討懇談会で了承が得られた内容について説明を求められた。 
また、補足説明として、河川レンジャー講座について「補足資料 講座の仕組み・

次年度カリキュラム（案）」にもとづき、これまでの講座よりより受講しやすい仕組

みとして２年度に渡り受講が可能となり、２回のチャンスが与えられ再チャレンジし

やすい仕組みの変更が決定されたことについての説明がなされた。 
引き続き「資料－2 淀川管内河川レンジャー（試行）運営要領の改正について」
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を用いて、改組に伴う運営要領の見なおしの内容について主要な改正点について説明

があった。 
 その後、岡山代表より上記報告について委員からの意見を求められた。 

  主な意見については「3．主な意見」を参照。 

③平成 20 年度 河川レンジャー年間活動報告 
引き続き、岡山代表の進行のもと、第６回運営会議（Ｈ２０年１０月）で平成２０年

度の活動報告を４月より９月までの報告は、前回して頂いているため、今回は平成２０

年１０月より平成２１年１月までの活動報告をお願いしたいとの前置きをなされた。 

中島レンジャーを始め各々のレンジャーから「資料－3 平成２０年度 河川レン

ジャー年間活動報告」を用いて、前回の運営会議以降に実施された活動の報告が行われ

た。その後、委員により意見交換が行われた。 

 主な意見については「3．主な意見」を参照。 

④河川レンジャーの再任の妥当性の確認 

  岡山代表より、平成２１年度３月に任期が来る河川レンジャーが引き続き、次年度以

降河川レンジャーとして継続の意志があった場合事前に事務局への継続の意志の表明

を行うことと運営要領に規定している。 

  これを受けて運営要領１８条第２項から４項にかけて再任の妥当性の確認を行うこと

とされているとの説明があった。 

岡山代表より、事務局に対して、次年度以降の活動の意志の確認について報告するよ

う促された。 

 事務局は、中島・吉川・谷岡各レンジャーからの継続の意思の確認ができたことを報告

した。また、酒井レンジャーについては、２１年度は試行期間であることを確認された。 

これにより、岡山代表は、上記各レンジャーの継続の意思確認ができたとの事務局の

報告によりこの場で再任の確認を行いたい旨の発議をなされ、全員が了承した。 

 

⑤河川レンジャー代表者会議に送る管内河川レンジャー代表者の選任について 

  岡山代表は、この度の、改組に伴い新規に発足する河川レンジャー代表者会議のメン

バーとして管内の代表河川レンジャーを選任するよう規定されたと説明をなされた。 

また、これまでの検討懇談会などの上部機関への地域の河川レンジャーの意見が届き

にくい等の理由からこの度の改正に伴い、管内の河川レンジャー代表者を選任し、代表

者会議に送るものであるとの趣旨説明がなされた。 

  岡山代表は、この規約に基づき、管内の河川レンジャーの選任について、代表者推薦

といった形で中島河川レンジャーを推薦された。 

  その理由として、河川レンジャー経験が長く活動内容から判断して最も適切と判断さ

された。 

  その後、委員各位より意見をお聞きになり、委員からは異議なしの声が上がり、高槻・

山崎管内河川レンジャー代表者として、中島河川レンジャーが選任された。 

  

⑥平成 21 年度 河川レンジャー年間活動計画の報告・確認・決定 

岡山代表の進行のもと、４名の河川レンジャー（中島レンジャー・吉川レンジャ
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ー・谷岡レンジャー及び酒井レンジャー（事務局代理説明））から「資料－4 平

成 2１年度 河川レンジャー年間活動計画（案）」を用いて、平成 2１年度の活動計画（案）

が説明された。その後、委員による確認を経て活動計画として決定された。 

 主な意見については「3．主な意見」を参照。 

 
⑦平成 21 年度 新規河川レンジャー展開計画（案）の検討・決定 

岡山代表の進行のもと、事務局から「資料－5 平成 20 年度 新規河川レンジャー展

開計画（素案）」を用いて、平成 2１年度に増員する河川レンジャーの展開計画（素案）

が説明された。その後、委員による検討を経て展開計画（案）として決定された。 

 

⑧今後のスケジュールについて 

事務局より、「資料－6 今後のスケジュール（案）」を用いて、河川レンジャーに係

わる平成 20 年度から平成 21 年度にかけての年間スケジュールの予定が説明された。 

 
５．主な意見 

（１）河川レンジャー検討・運営組織の改組及運営要領の改正等に対する意見 

特に意見はなし 
 
（２）平成 20 年度 河川レンジャー年間活動報告の課題に対する意見等 

  ○中島レンジャー 

   ・クリーン作戦がレンジャーとしての仕事となるのか疑問である。 

   ⇒強制をするものではないが、地域の住民や沿川自治体との連携・協働といった観

点から考えて頂ければ理解しやすいのではないか。（松岡センターレンジャー） 
   ⇒高槻市でも年２回クリーン大作戦を行っている（高槻市船木代理） 

 ○桂川クリーン大作戦における紹介 

   ・地元政治家が介入してきているが、純粋に桂川をきれいにするための活動である

ことを強調し、政治家の方には、エリアを決めて参加して頂くことをお願いした。

また、自治体の連携も深め協力願っている。（高木山崎出張所長） 

   ・企業や団体の参加も期待している。（桑山高槻出張所長） 

   ・桂川クリーン大作戦のように個人名でやることも必要であるが、河川レンジャー

活動以外の活動もあることを知って頂きたい。（中島レンジャー） 

・ どこから声をかけられたのか。（吉川レンジャー） 

⇒ネットワークを大切に下結果、地道な活動が巳を結んできたのではないか。  

（高木山崎出張所長） 

⇒企業や出張所、自治体の動きはどうか。ノウハウを知りたい。（吉川レンジャー）   

   ⇒島本町でも７月と１２月の年２回町内清掃を行っている。（島本町盛鎌代理） 

   ⇒摂津市も土木・下水と地元の人たちと清掃活動を行っている。（摂津市辻代理） 

   ⇒芥川倶楽部出の活動として行政と河川レンジャーとの協働と広報活動を始めてい

る。（高槻観光協会大矢氏） 
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（３）平成 21 年度 河川レンジャー年間活動計画（案）に対する意見等 

   ・レンジャーの皆様の２１年度計画の内容は十分と思います。行政との連携もしっ

かりとやって頂きたい。健康には記をつけて。（松岡センター河川レンジャー） 

・酒井レンジャーの活動には期待している。（高木山崎出張所長） 

   ・それぞれの活動に参加する小学生の児童からの率直な意見に耳を傾けたい。（桑山

高槻出張所長） 

   ・酒井レンジャーの活動テーマである「抑止力の輪」を作る第一歩として仲間捜し

から始めなければならないが、できる限り協力していきたい。（桑山高槻出張所

長） 

   ・芥川倶楽部との連携は今後とも行っていきたい。 

また、今後は、谷岡・吉川レンジャーの活動にも連携を図っていきたい。    

（高槻市船木代理） 

  ・レンジャーさんとの広報にも協力していきたい。３月の２５日版には間に合う者

と思う。（島本町盛鎌代理） 
   ・レンジャー活動に協力させて頂ける範囲内で協力していきたい。（摂津市辻代理） 

   ・自治会との連携・協働を図っていくことも大切である。（高槻観光協会大矢氏） 

   ・年に一度程度は管内のレンジャーさん一同で活動して頂きたい。（岡山代表） 

   ・酒井レンジャーの活動は単独行動に成らないようレンジャー及び自治体の皆さん

も協力してあげて頂きたい。（岡山代表） 

 

（５）平成２１年度河川レンジャー展開計画についての意見 
   ・新規の河川レンジャー希望者を募る際、自治体の皆様にもお声がけをお願いした

い。（高木山崎出張所長） 

                              以 上 


